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　本号を持って瓦版は第１００号。およそ２カ月に

１回のペースで、初当選以来コツコツと発信を続け

てきました。「瓦版」とは、字典等では「江戸時代、天

災地変・火事・心中などの事件の速報記事を載せ

た印刷物」とありますが、私が初当選の頃はインタ

ーネットもまだほとんど普及していない時代。応援し

てくださる皆様に少しでも早く国政の動きと私の活

動を報告したいとの想いから、表現は不器用であっ

ても、私の初心からブレない政治信念を、一回一回

魂を込めて書き綴ってきました。

　それでは私の初心とは？

■暮らしの声を政策に

　変化できない古い政治体質や、既得権益を

守る霞ヶ関官僚支配と闘うための最大の力で

あり、最も強い武器は、暮らしの声。

■政治は国家百年の計から、貫く

　目指すべき国家ビジョンを描き、次世代に責

任を持ち、政策を、ブレず恐れず、貫く。

■選挙のための政治はしない

　政治のための選挙であり、選挙のための「パ

フォーマンス政治」はしない。

　これは25年余り前、私が政治家を志したころに

記した「誓いのメモ」です。今なお私の政治活動の

原点の一つとして、大事にしているものです。

　今年は政権に復帰して実質二年目。日本経済は

大胆な金融政策などアベノミクスの３本の矢によっ

て、デフレで失われた自信を取り戻しつつあります。

消費税増税を吹き飛ばす力強い日本経済を作りあ

げ、日本がアジアの中で、世界の中で経済的にも最

も影響力がある強い国、豊かな国となるように、

我々政治家が死力を尽くす覚悟が必要です。

　「欧州の病人」と呼ばれる程、瀕死の経済であっ

たドイツを立て直したシュレーダー元首相が来日し

た際、残していったメッセージは、「やはりトップダウ

ンによる改革断行しかない。政治家が必要な決断

を覚悟を持って下すことが肝要だ」というものでし

た。これは私の初心に通ずるものでもあります。

　引き続き初心忘れず、これまで長らく応援をしてく

ださった皆様の期待を裏切らないよう、全身全霊を

尽くして頑張って参ります。皆様のお陰で達成でき

た瓦版100号です。心よりの御礼を、改めて申し上

げます。

衆議院予算委員会で、質問に立つ。安倍政権の経済対
策や成長戦略について、総理や関係閣僚へ与党からの
政策提案を行なう。（1/31、東京・衆議院）

私が会長を務める金融調査会と財務金融部会との合同
会議を開催し、みずほ銀行の暴力団融資問題を鑑み、銀
行のガバナンスの見直し等を金融庁に強く申し入れる。
（1/24、東京・自民党本部）
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女性後援会の中心メンバー
の一人が自民党総裁表彰
を受ける。（1/19、東京）

日本医師会、SBI子ども希望財団、愛媛県医
師会主催の「子育
て支援フォーラム
in愛媛」にて、児
童の養護と未来を
考える議員連盟
会長として講演を
行う。（2/8、松山）

自民党佐賀県連主催の「政策研修会」にて
講演。本来の日本
と日本人の力を発
揮させる条件整備
こそアベノミクス。
自信を持って前進
することを訴える。
（2/9、佐賀市）

この度11月に駐日米国大使に着任さ
れたキャロライン・ケネディ大使と、日米
国会議員連盟会長の中曽根弘文参議
院議員と幹事長の小坂憲次参議院議
員、そして事務局長の私で懇談会を開
催。日米議連のこれまでの歴史話などを
交え、日米間の政治経済の話題等、短
時間ではあったが、有意義な意見交換
をする。（12/20、東京）

ご近所やサークル、職場、ご友人など、お仲間
の輪の中に塩崎やすひさが参ります。ぜひ皆さ
んの暮らしの「生の声」をお聞
かせ下さい。
連絡先：塩崎恭久事務所
089-941-4843（早瀬・中田）

毎年恒例の三穂神社えびす祭
りにて餅まきに参加。（1/13、
北条）

第25回フォーラム21「『がん登録法』がひら
く新しい国民の健康」を開催する。
パネリストとして参議院議員 秋野公造氏、厚
労省健康局がん対策・健康増進課長 椎葉茂
樹氏、四国がんセンター病理科医長 寺本典
弘氏、愛媛がんサポートおれんじの会 理事
長 松本陽子氏をお招きし、昨年議員立法で
成立させた「がん登録法」について、それぞ
れにプレゼンテーションをして頂いた後、パ
ネルディスカッションを行う。（2/1、松山）

「やすひさ」が行く、見る、聞く！

2014年の決意をお伝えする
べく街頭に立つ。（1/2、松山）

他、多くの米国国会議員、有識者にお会いし意見交換を行う。心も
足並みも揃った日米同盟関係の構築だけでなく、日中、日韓関係
改善のために早急な日本経済の強化が必要。（ワシントンＤＣ）

第25回フォーラム21

～あなたの声を政策に～
参加者大募集!

やすひさ訪米記録やすひさ訪米記録

若手経営者の会にて、若者の
フレッシュなパワーを頂く。
（12/30、松山）

「『がん登録法』がひらく
　　　　新しい国民の健康」

各地で講演各地で講演
リチャード・アーミテージ国務
次官補(1/9)

ダニエル・ラッセル国務次官補
(1/11)

ジョン・ハムレ　CSIS会長
(1/11)

ジョン・マケイン上院議員
 (1/10)
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～「やすひさの瓦版」のあゆみ～～「やすひさの瓦版」のあゆみ～ ～塩崎やすひさが手がけた主な議員立法～～塩崎やすひさが手がけた主な議員立法～

年

1995年

1997年

1999年

2001年

2003年

2005年

2010年

2011年

2012年

2013年

2013年

法律名等

「科学技術基本法」

「ストックオプション法」
（商法改正）

「コミットメントライン法」
（特定融資契約法）

「健全銀行不良債権買取法」
（金融再生法改正）

「医療観察法」

「継続的開示義務違反課徴金法」
（証券取引法改正）

「幹部公務員法案等」
（未成立）

「国会原発事故調査委員会法」

「原子力規制委員会設置法」

「公正競争条件確保法案」

「がん登録法」

概　要

科学技術振興を国家戦略として初めて位置づける法律。新人議員とし
て、逐条作成。

本邦初のストックオプション（従業員に自社株を一定価格で購入する
権利を与える）制度を導入。

いつでも一定限度額まで借り入れ可能とする銀行等の「コミットメント
ライン（特定融資契約）」制度の創設。

健全銀行による整理回収機構（ＲＣＣ）への不良債権買取り申し込みを
可能とする制度創設。

重大犯罪を犯した精神障害者を、特別の治療施設に収容、治療し、健
康回復と犯罪再発防止を目指す法律。閣法の議員修正、答弁を一手
に担当。

西武鉄道事件と同様、有価証券報告書上の虚偽記載による継続的開
示義務違反への課徴金制度導入。

内閣人事局を設置し、審議官以上の幹部を一般公務員と分け、省庁横
断的に内閣が管理。若手、民間人などの幹部への抜擢を推進。国家の
司令塔強化の一環。

福島第一原発事故の原因究明等のため、憲政史上初めて国会に民間
専門家による独立調査機関を設置。国政調査権並みの権限付与。

国民の信頼回復のため、ＩＡＥＡ安全基準に合致した、独立性、専門性の
高い、一元化された新たな原子力規制組織を創設。政府は塩崎案を
ほぼ「丸のみ」。

国が公的資金による私企業救済を行う際、市場の競争原理を歪めな
いためのガイドラインを公取委が設ける法案。
11月、衆議院に提出。

努力義務である地域がん登録を法定化し、全国がん患者の診察情報
等を一元集約化し、罹患分析や治療法の向上に貢献。
自公及び、民主党を除く全野党の共同提案による議員立法。12月衆
参で可決され成立。

瓦版15号。この頃から写真も掲載し活動報告をする。

改めて、瓦版1号から今までを振り返ってみると、こん
なにも時代の流れや移り変わりがあったのかと感慨
深いものがありました。
表紙でも綴ったようにこれからも初心を忘れず、皆
様により早く国政の動きと私の活動報告をお伝えす
るべく、より良い「やすひさの瓦版」を発行し続けて
参ります。今後ともご支援ご指導賜りますよう宜しくお
願いします。

瓦版47号。2001年、金融再生法改
正の議員立法提案者として奔走し
たのがこの頃。

瓦版60号。2004年、衆議院法務委
員長に就任し、司法制度改革や法務
関連全般の法案審議を采配する。

瓦版71号。2006年、第一次安倍内
閣において内閣官房長官・初代拉
致担当大臣に就任。

記念すべき瓦版第1号。B5用紙に表面記事のみだが、
大事な第一歩。


